
死
者
の
蘇
生
な
ど
、
も
と
に
な
っ
た
表
徴
が
有
し
て
い
た
様
々
な
性

格
が
保
た
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
室
）

史
記
扁
鵲
伝
に
は
三
つ
の
症
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
趙
簡
子
不
知
人

二
、
號
太
子
戸
臓

三
、
斉
桓
侯
病
在
骨
髄

こ
の
症
例
を
検
討
し
、
素
問
の
記
載
と
対
照
し
て
、
扁
鵲
伝
の
医

学
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
。

病
位
の
意
義

斉
桓
侯
例
の
要
点
は
次
表
の
様
で
あ
る
。

病
位
膜
理
↓
血
脈
↓
腸
胄
↓
骨
髄

治
方
湯
熨
鍼
石
酒
醒
不
治

病
勢
軽
症
中
等
重
症
死
症

病
気
に
は
、
外
邪
に
感
じ
て
起
る
も
の
と
、
邪
に
よ
ら
ず
、
精
神

的
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ
り
内
部
か
ら
発
症
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
後

世
の
所
謂
外
感
と
内
傷
で
あ
る
。
外
邪
が
形
体
を
侵
襲
す
る
経
路
は

扁
鵲
其
の
二

家
本
誠
一
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次
の
通
り
（
素
問
・
樛
刺
論
）
。

皮
毛
（
膜
理
）
↓
孫
絡
↓
絡
脈
↓
経
脈
（
血
脈
）

経
脈
か
ら
は
腸
胄
に
散
ず
る
場
合
と
五
蔵
に
行
く
場
合
と
が
あ

る
。
こ
の
順
序
は
扁
鵲
伝
と
同
じ
。

素
問
の
臨
床
で
は
病
位
の
決
定
が
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。

病
が
体
表
部
に
在
る
と
き
は
初
期
・
軽
症
で
予
後
も
良
好
で
あ
る
。

内
部
に
侵
入
し
て
ゆ
く
に
つ
れ
て
慢
性
化
し
重
症
化
す
る
。
治
療
法

も
病
位
に
応
じ
て
選
択
さ
れ
る
。
即
ち
予
後
も
治
方
も
病
位
に
よ
っ

て
き
ま
る
の
で
あ
る
。

扁
鵲
伝
で
は
「
病
骨
髄
に
在
る
」
も
の
を
不
治
と
し
て
い
る
。
素

問
で
は
「
五
蔵
を
治
す
る
も
の
は
半
ぱ
わ
死
し
半
ぱ
わ
生
く
（
陰
陽

応
象
大
論
）
」
と
あ
る
よ
う
に
「
病
五
蔵
に
在
る
」
も
の
が
最
重
症
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
差
違
は
あ
る
が
、
病
位
と
予
後
治
方
の
相
応
す

る
様
子
は
よ
く
一
致
し
て
い
る
。

〔
戸
臓
の
病
理
〕
§

號
太
子
の
病
理
の
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

以
陽
入
陰
中
↓
動
胃
↓
・
・

陽
脈
下
遂
陰
脈
上
争
↓
・
・

破
陰
絶
陽
之
色
已
廃
脈
乱

故
形
静
如
死
状

右
の
記
載
に
対
応
す
る
素
問
の
文
章
を
挙
げ
る
。

陽
入
之
陰
則
静

陰
出
之
陽
則
怒

宣
明
五
気
篇

陰
気
盛
於
上
則
下
虚

下
虚
則
腹
脹
満

、
、

腹
満
則
下
気
重
上

而
邪
気
逆

逆
則
陽
気
乱

陽
気
乱
則
不
知
人
也

、
、腹

満
甲
乙
経
に
従
う
臓
論
篇

邪
客
於
手
足
少
陰
太
陰
足
陽
明
之
絡

・
・
五
絡
倶
喝
令
人
身
脈
皆
動
而

形
無
知
其
状
若
戸
或
日
戸
廠

耀
刺
論

以
上
に
述
べ
ら
れ
た
戸
厭
の
病
理
を
要
約
す
る
。
平
常
人
に
於
け

る
陰
陽
の
気
の
支
配
状
況
を
み
る
と
、
頭
や
上
半
身
は
陽
優
位
で
、

足
や
腹
部
は
陰
優
位
で
あ
る
。
病
に
よ
っ
て
、
頭
の
陽
優
位
の
状
態
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が
く
ず
れ
、
陰
気
が
優
勢
に
な
る
と
、
腹
部
の
膨
満
が
起
る
と
共

に
、
更
に
下
の
陰
気
が
上
衝
し
、
こ
れ
に
つ
れ
て
邪
気
も
逆
上
し
、

頭
部
の
陰
陽
の
気
の
支
配
状
況
が
錯
乱
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
人

事
不
省
と
な
る
。
一
見
死
人
の
様
（
静
）
で
あ
る
の
で
戸
（
屍
と
同

じ
）
と
い
う
。
気
の
逆
上
に
よ
っ
て
起
る
病
症
を
厭
と
い
う
の
で
戸

厭
と
も
い
う
の
で
あ
る
。

戸
厭
の
病
理
の
解
説
に
お
い
て
も
、
扁
鵲
伝
と
素
問
は
よ
く
一
致

し
て
い
る
。
尚
、
甲
乙
経
巻
十
一
に
は
、
陽
脈
下
墜
陰
脈
上
争

発
戸
．
厭
第
三
な
る
項
目
が
あ
り
、
そ
の
治
方
を
述
べ
て
い
る
。

〔
診
断
・
治
療
の
方
法
〕

扁
鵲
伝
と
素
問
の
診
断
法
を
対
比
す
る
。

扁
鵲
切
脈
・
望
色
・
聴
声
・
写
形

素
問
切
脈
・
察
色
・
聴
音
声
・
観
形
之
盛
衰

素
問
に
は
こ
の
他
に
も
詳
細
な
診
断
法
の
記
載
が
あ
る
が
、
要
点

は
脈
色
と
証
（
症
状
）
の
観
察
と
尋
問
で
あ
る
。
何
れ
も
体
表
部
に

現
わ
れ
る
所
見
で
あ
る
。
命
附
が
．
擁
し
て
病
の
応
を
見
る
」
と

い
い
、
扁
鵲
が
「
病
の
応
は
大
表
に
見
わ
る
」
と
い
う
の
も
、
素
間

の
診
断
法
と
の
一
致
を
示
し
て
い
る
。

次
に
治
療
法
の
種
類
を
対
比
す
る
。

前
附
湯
液
・
鵬
潅
・
鑛
石
・
橋
引
・
按
抗
・
毒
熨

素
間
毒
薬
・
醒
薬
・
鍼
石
・
導
引
・
按
矯
・
熨
引

異
法
方
宜
論
・
血
気
形
志
篇

扁
鵲
は
號
太
子
の
治
療
に
当
り
、
八
減
之
斉
（
湯
液
）
、
鍼
石
、
五

分
之
熨
を
使
っ
て
い
る
。
三
者
共
に
同
じ
治
療
法
で
あ
る
。

〔
結
語
〕

扁
鵲
は
春
秋
時
代
の
医
師
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
医
学
は
、
秦
漢

の
交
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
素
問
霊
枢
に
比
べ
て
そ
の
程
度
は

よ
り
低
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
る
に
、
扁
鵲
の
医
学
は
素
問
の

そ
れ
と
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
又
、
そ
の
経
歴
も
其
の
一
で
桑
た
よ

う
に
素
問
霊
枢
の
医
師
像
と
よ
く
似
て
い
る
。

即
ち
扁
鵲
伝
は
、
時
代
を
春
秋
に
か
り
て
い
る
が
、
司
馬
遷
と
同

時
代
の
医
師
や
医
学
の
姿
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

倉
公
伝
の
病
歴
が
、
素
問
霊
枢
で
は
仲
々
う
ま
く
解
釈
で
き
な
い

の
と
よ
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。

（
横
浜
市
開
業
）
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